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　先日，ある裁判の証人尋問に立たなければなりませ
んでした。医療訴訟ではなく，ある傷害事件（外傷）
に対し，整形外科専門医として第三者の立場から意見
を求められました。もちろんここで詳細を述べること
はできませんが，裁判中に受けたに尋問や反対尋問
は，われわれ整形外科医にとっては何ら難しいことで
はありませんでした。しかしどのように答えたとして
も，原告もしくは被告にとって不利益な状況を作るの
かと考えると，けっして気分の良いものでありませ
ん。人を裁かなければならない裁判官は社会にとって
必要ですが，精神的にも厳しい職業であると改めて感
じた次第です。患者を良くすることを考え，日々治療
できるわれわれは本当に幸せです。しかし実際の臨床
では，幸せを感じる症例ばかりではありません。治療
に難渋したり，その治療法すら思いつかなかったりす
ることも稀ではありません。
　今回の特集は，そのような定型的治療では治癒困難
な疾患に対する “ 創外固定でなければできない治療 ”
がテーマです。今でも創外固定術というと，開放骨折
に対する一時的治療というイメージがあると思いま
す。また，ロッキングプレートなどの内固定材料の進
歩に伴い，創外固定そのものが下火になってきている
のかもしれません。若手整形外科医の中には，創外固
定を行ったことがない人も現実には増えてきていると

思います。しかし，創外固定の役割が色褪せることは
決してありません。従来のイリザロフ創外固定による
骨延長に加え，コンピュータ支援による変形矯正・骨
延長治療，damage control orthopaedics としての創外
固定の使用，また高齢化社会で今後益々増えるであろ
う脆弱性骨折に対する創外固定など，様々な疾患に対
し創外固定が応用されていくものと思われます。
　ところで今年の創外固定学会は第 31 回を迎えます
が，8 月 3 日から 4 日の 2 日間にわたり，弘前で開催
させていただくことになりました。本会が弘前で開催
されるのは，第 5 回日本創外固定研究会（会長　原田
征行），そして第 20 回日本創外固定・骨延長学会（会
長　藤　哲）以来の 3 回目となります。海外からの招
待講演として，アメリカから Dror Paley 先生，ドイツ
から Dietmar Pennig 先生といったご高名な先生にご
講演をお願いしております。また特別講演として弘前
大学名誉教授の藤哲先生に「手外科・マイクロサー
ジャリー領域における創外固定」をお話しいただく予
定です。創外固定学会の期間中は，青森は夏祭り真っ
盛りです。“創外固定でなければできない治療”を学会
で熱くディスカッションした後には，弘前のねぷた祭
りや青森のねぶた祭りをご鑑賞いただき，津軽の夏を
満喫していただければと思います。皆様の御参加を心
よりお待ちしております。 （石橋恭之）
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